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３ 容器Ａには濃度 4 ％の食塩水が 300g，容器Ｂには濃度 10 ％の食塩水が 200g 入って
のう ど

います。容器Ａと容器Ｂから同じ重さの食塩水を同時に取り出し，容器Ａから取り出

した食塩水は容器Ｂに，容器Ｂから取り出した食塩水は容器Ａに入れてよくかき混ぜ

ると，容器Ａと容器Ｂの食塩水の濃度は等しくなりました。

(1) かき混ぜた後の容器Ａの食塩水の濃度は何％ですか。

(2) 容器Ａから取り出した食塩水の重さは何 g ですか。
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(1) かき混ぜた後，容器Ａと容器Ｂの

食塩水の濃度が等しくなるので，その

濃度は，それぞれの容器に始めの食塩水を全部混ぜた食塩水の濃度に等しい。

食塩水を全部混ぜると，300 ＋ 200 ＝ 500g の食塩水ができて，含まれる食塩は

300 × 0.04 ＋ 200 × 0.1 ＝ 12 ＋ 20 ＝ 32g なので，濃度は

32 ÷ 500 × 100 ＝ 6.4 ％ になります。

(2) 等しくなった濃度は，4 ％の食塩水と 10 ％の食塩水を 300：200 ＝ 3：2 に混ぜる

とできる濃度。容器Ｂに着目すると，操作後の食塩水の重さははじめと同じ 200g
で，その内訳は，Ａからの 4 ％の食塩水と，Ｂに元からあった 10 ％の食塩水の

重さの比が 3：2。

よって，Ａから取り出した食塩水は 200 × ＝ 120g です。
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